
日本語普及事業に必要な経費

附属機関日本語国際センター事業費

１．研修事業費

 (１) 指導的日本語教師の養成（日本語教育指導者）

 (２) 指導的日本語教師の養成（海外日本語教師上級研修）

 (３) 海外日本語教師研修（長期）

 (４) 海外日本語教師研修（短期）

 (５) 海外日本語教師研修（国別）

 (６) 受託研修（日本語国際センター）

 (７) 受託研修（日本語国際センター）〔アセアン〕

 (８) 受託研修（日本語国際センター）〔サーク〕

 (９) 地域交流研修（日本語国際センター）

２．制作事業費

 (１) 日本語教材・教授用等開発・普及

 (２) 日本語教材寄贈

３．制作事業費（教師研修）

 (１) 図書館運営（日本語国際センター）
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附属機関日本語国際センター事業費

１．研修事業費 ／ (1) 指導的日本語教師の養成（日本語教育指導者）

所属国 人数 事業内容

1 インド 1 2007.03.26 ～ 2010.07.31 海外の日本語教育が盛んな国、もしくは今後盛んになると見込まれる国におい
て、その国の日本語教育をリードする人材、つまり日本語教育において優れた
指導能力を有し、かつ日本の文化・社会全般に渡って知識と理解力を備えた、
指導的な日本語教育分野関連での研究者、教師及びその国の日本語教育施策の
企画と推進の中心的な担い手となる実務者を養成する。本プログラムは国際交
流基金日本語国際センター、国立国語研究所、政策研究大学院大学の3機関が
連携して運営する3年間の博士課程。ナビン・クマール・パンダ（PANDA,
Nabin Kumar：デリー大学）第4期生

2 モンゴル 1 2007.09.27 ～ 2010.09.26 海外の日本語教育が盛んな国、もしくは今後盛んになると見込まれる国におい
て、その国の日本語教育をリードする人材、つまり日本語教育において優れた
指導能力を有し、かつ日本の文化・社会全般に渡って知識と理解力を備えた、
指導的な日本語教育分野関連での研究者、教師及びその国の日本語教育施策の
企画と推進の中心的な担い手となる実務者を養成する。本プログラムは国際交
流基金日本語国際センター、国立国語研究所、政策研究大学院大学の3機関が
連携して運営する3年間の博士課程。ウラムバヤル・ツェツェグドラム
（ULAMBAYAR, Tsetsegdulam：モンゴル国立科学技術大学）第5期生

3 インドネシア 1 2008.09.25 ～ 2011.09.30 海外の日本語教育が盛んな国、もしくは今後盛んになると見込まれる国におい
て、その国の日本語教育をリードする人材、つまり日本語教育において優れた
指導能力を有し、かつ日本の文化・社会全般に渡って知識と理解力を備えた、
指導的な日本語教育分野関連での研究者、教師及びその国の日本語教育施策の
企画と推進の中心的な担い手となる実務者を養成する。本プログラムは国際交
流基金日本語国際センター、国立国語研究所、政策研究大学院大学の3機関が
連携して運営する3年間の博士課程。ナヨアン・フランキー・レイモンド
（NAJOAN, Franky Reymond：マナド国立大学）第6期生

韓国 1 2008.09.25 ～ 2009.09.18

中国 2

フィリピン 1

ベトナム 1

ペルー 1

4

日本言語文化研究プログラム
（平成18年度博士課程）

日本言語文化研究プログラム
（平成19年度博士課程）

日本語教育指導者養成プログラ
ム（平成20年度修士課程）

日本言語文化研究プログラム
（平成20年度博士課程）

事業名

海外の日本語教育機関等の現職日本語教師もしくは日本語教授経験者を対象として、1年間で博士前期課程(修士)、3年間で博士後期課程(博士)を修了するものであり、各国における
日本語教育指導者の養成を目的とする。

期間

合計額 32,756,140 円

海外の日本語教育機関等の現職日本語教師もしくは日本語教授経験者を対象と
して、1年間で博士前期課程（修士）を修了するものであり、各国における日
本語教育指導者の養成を目的とする。国際交流基金日本語国際センターが、国
立国語研究所、政策研究大学院大学の2機関と連携し、3機関の指導講師による
日本語教育における高度で実践的な学位プログラムとする。最終試験で所定の
成績に達した者に対して、政策研究大学院大学の修士号（日本語教育）を授与
する。本年度は、5カ国より6名を招へい
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附属機関日本語国際センター事業費

所属国 人数 事業内容

5 中国 1 2009.09.29 ～ 2012.09.29 海外の日本語教育が盛んな国、もしくは今後盛んになると見込まれる国におい
て、その国の日本語教育をリードする人材、つまり日本語教育において優れた
指導能力を有し、かつ日本の文化・社会全般に渡って知識と理解力を備えた、
指導的な日本語教育分野関連での研究者、教師及びその国の日本語教育施策の
企画と推進の中心的な担い手となる実務者を養成する。本プログラムは国際交
流基金日本語国際センター及び政策研究大学院大学が連携して運営する3年間
の博士課程。張勇（揚州大学）第7期生

中国 2 2009.09.24 ～ 2010.09.20

モンゴル 1

ベトナム 2

インド 1

アゼルバイジャン 1

ロシア 1

１．研修事業費 ／ (2) 指導的日本語教師の養成（海外日本語教師上級研修）

所属国 人数 事業内容

中国 3 2009.05.27 ～ 2009.07.24

シンガポール 1

マレーシア 1

インド 1

英国 1

スイス 1

6

1

事業名 期間

日本語教育指導者養成プログラ
ム（平成21年度修士課程）

日本言語文化研究プログラム
（平成21年度博士課程）

事業名

日本語教師として豊富な知識と高い能力を持つ者を対象に、教育現場での専門
的知識と実践能力の育成、及び各自のプロジェクトの遂行による教師としての
専門性の向上を目的とした集中研修を実施。6カ国から8名を招へい

海外日本語教師上級研修

日本語国際センター研修修了生の中で、より高度な専門知識、技能を求め、日本語教育実践において実現・解決したい具体的な課題を有する者を2カ月間招へいし、自立的な問題解
決能力の育成を図ることを目的とする。

期間

合計額 4,074,897 円

海外の日本語教育機関等の現職日本語教師もしくは日本語教授経験者を対象と
して、1年間で博士前期課程（修士）を修了するものであり、各国における日
本語教育指導者の養成を目的とする。政策研究大学院大学と連携し、2機関の
指導講師による日本語教育における高度で実践的な学位プログラムとする。最
終試験で所定の成績に達した者に対して、政策研究大学院大学の修士号（日本
語教育）を授与する。今年度は、6カ国より8名を招へい
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附属機関日本語国際センター事業費

１．研修事業費 ／ (3) 海外日本語教師研修（長期）

所属国 人数 事業内容

モンゴル 1 2009.09.15 ～ 2010.03.12

インドネシア 4

タイ 2

フィリピン 1

ベトナム 3

マレーシア 2

ミャンマー 1

ラオス 1

インド 3

スリランカ 2

ネパール 1

オーストラリア 1

メキシコ 1

チリ 1

パラグアイ 1

ブラジル 2

イタリア 1

ウクライナ 1

ウズベキスタン 1

カザフスタン 1

キルギス 1

タジキスタン 1

29カ国、44名の外国人若手日本語教師を6カ月間招へいし、日本語運用能力の
向上を図るとともに、教授活動、日本事情等を学習するための集中研修を実施

1 海外日本語教師長期研修

事業名

海外の中・高等教育機関等の日本語教師養成を図るため、日本語教授経験の比較的少ない教師及び日本語教師となることが既に決まっている者を6カ月間招へいし、日本語運用能力
の向上と基礎的な日本語教授法の研修を行う。

期間

合計額 56,977,364 円
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附属機関日本語国際センター事業費

所属国 人数 事業内容

ハンガリー 1

ルーマニア 1

ロシア 5

トルコ 1

エジプト 1

モロッコ 1

ケニア 1

１．研修事業費 ／ (4) 海外日本語教師研修（短期）

所属国 人数 事業内容

 インドネシア 3 2009.05.13 ～ 2009.07.03

 タイ 6

 ベトナム 1

 マレーシア 8

 スリランカ 2

 グルジア 1

事業名 期間

1 海外日本語教師短期研修
（春期）

事業名

海外の初・中・高等教育機関等の日本語教師の教授能力の向上を図るため、日本語教師を2カ月間招へいし、日本語と日本語教授法及び日本事情の集中研修を実施する。

日本語教師として2年以上の経験を持つ外国人日本語教師6カ国21名を2カ月間
日本に招へいし、日本語、日本語教授法、日本事情等に関する集中研修を実
施。受託研修（ロシア人若手日本語教師短期研修）と合同開催

期間

合計額 62,687,671 円
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附属機関日本語国際センター事業費

所属国 人数 事業内容

 中国 1 2009.07.15 ～ 2009.09.04

 モンゴル 2

 インドネシア 5

 タイ 3

 フィリピン 1

 ベトナム 3

 マレーシア 1

 インド 6

 スリランカ 1

 ネパール 3

 オーストラリア 1

 カナダ 3

 米国 1

 コロンビア 1

 ブラジル 2

 ベネズエラ 1

 ペルー 1

 アイルランド 1

 ギリシャ 1

 アルメニア 1

 ウクライナ 1

 ハンガリー 1

 ポーランド 1

 ロシア 5

 トルコ 1

2

期間

海外日本語教師短期研修
（夏期）

事業名

日本語教師として2年以上の経験を持つ外国人日本語教師27カ国50名を2カ月間
日本に招へいし、日本語、日本語教授法、日本事情等に関する集中研修を実施
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附属機関日本語国際センター事業費

所属国 人数 事業内容

 エジプト 1

 ケニア 1

 モンゴル 1 2010.01.27 ～ 2010.03.19

 インドネシア 3

 タイ 1

 ベトナム 4

 マレーシア 2

 ラオス 1

 インド 1

 スリランカ 1

 グアテマラ 1

 メキシコ 1

 アルゼンチン 1

 ブラジル 1

 ドイツ 1

 ウクライナ 1

 ウズベキスタン 1

 カザフスタン 1

 キルギス 1

 スロバキア 1

 ベラルーシ 1

 ロシア 6

 トルコ 1

事業名 期間

3 海外日本語教師短期研修
（冬期）

日本語教師として2年以上の経験を持つ外国人日本語教師21カ国32名を2カ月間
日本に招へいし、日本語、日本語教授法、日本事情等に関する集中研修を実施
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附属機関日本語国際センター事業費

１．研修事業費 ／ (5) 海外日本語教師研修（国別）

所属国 人数 事業内容

1 韓国 56 2009.07.22 ～ 2009.08.21 韓国政府教育部が選抜した高等学校の日本語教師56名を1カ月間招へいし、日
本語、日本語教授法、日本事情等に関する集中研修を実施

2 中国 36 2009.09.30 ～ 2009.11.20 中国の大学等高等教育機関の日本語教師36名を約2カ月間招へいし、現状と
ニーズに即した日本語、日本語教授法、日本事情の集中研修を実施

3 中国 23 2010.01.27 ～ 2010.03.19 中国の中等教育機関の日本語教師23名を招へいし、日本語運用能力の向上を図
るとともに、教授活動、日本事情等を学習するための集中研修を実施。受託研
修（大連市中学校日本語教師研修（財団法人国際文化フォーラム主催））と合
同で実施

4 インドネシア 20 2009.04.15 ～ 2009.06.05 インドネシア政府と国際交流基金ジャカルタ日本文化センター共同でインドネ
シア国内において1年間の日本語教師養成講座を行っているが、この修了生20
名を約2カ月間日本に招へいし、日本語運用能力向上と日本事情の集中研修を
実施

１．研修事業費 ／ (6) 受託研修（日本語国際センター）

所属国 人数 事業内容

1 韓国 12 2010.01.08 ～ 2010.01.18 筑波大学が実施する韓国京畿道の中等教育機関現職日本語教師訪日研修に協力

2 中国 5 2010.01.14 ～ 2010.01.27 北京日本学研究センターのスタッフが中国国内の高等教育機関向け教科書制作
プロジェクトのため、日本語国際センターの施設利用に協力

3 中国 1 2010.01.27 ～ 2010.03.19 財団法人国際文化フォーラムが招へいした大連市の中等教育機関日本語教師の
研修を実施した。国際交流基金日本語国際センターの中国中等学校日本語教師
研修と合同で実施

日本語教材中日共同会議の日本
での実施協力

京畿道中等日本語教師訪日研修

事業名

中国大学日本語教師研修

非公募による国・地域別日本語教師研修として、 当該国政府（教育部など）、国際交流基金海外事務所、在外公館等からの推薦により参加を決定する以下の研修を行う。

国際交流基金の業務趣旨に合致する日本語研修の事業を、外部から受託し実施する。

インドネシア中等教育日本語教
師研修

大韓民国中等教育日本語教師研
修

中国中等学校日本語教師研修

事業名

大連市中学校日本語教師研修

期間

期間

合計額 55,672,114 円

合計額 10,769,465 円
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附属機関日本語国際センター事業費

所属国 人数 事業内容

モンゴル 1 2009.10.29 ～ 2009.11.10

タイ 2

ベトナム 1

マレーシア 1

インド 1

スリランカ 2

ハンガリー 1

ルーマニア 1

ロシア 2

トルコ 1

カンボジア 2 2009.10.21 ～ 2009.12.02

タイ 2

ベトナム 2

ミャンマー 2

ラオス 2

6 タイ 18 2009.04.07 ～ 2009.04.21 タイ国日本語日本文化教師協会との共催で、同協会に所属するタイの初中等教
育機関の日本語教師に対して教師研修を実施

7 ロシア 7 2009.05.13 ～ 2009.07.03 日露青年交流センターが招へいするロシアの初・中等教育機関の日本語教師の
研修を受託し、日本語国際センターの海外日本語教師研修(春期)と合同で実施

8 ロシア 21 2009.07.30 ～ 2009.08.09 日露青年交流センターが主催する青年日本語教師派遣事業の派遣前研修を日本
語国際センターで一部受託し実施

4

5

日本語教師派遣事業派遣前研修

事業名

博報財団日本語教師研修

タイ人日本語教師訪日研修(共
催事業）

ロシア人若手日本語教師短期研
修

東アジア日本語学習者研修（メ
コン）(JENESYS）

博報堂が設立した財団法人博報児童教育振興会が実施する日本と海外の小中学
校交流を目的とした事業のうち、モンゴル、タイ、ベトナム、マレーシア、イ
ンド、スリランカ、ハンガリー、ルーマニア、ロシア、トルコの日本語教師の
訪日研修について受託し実施

期間

日本・メコン交流年事業の一環として、メコン5カ国で実施する日本語弁論大
会入賞者を招へいし、日本語の学習及び日本文化・社会理解のための研修の機
会を提供することにより、当該地域の日本語学習者の日本語学習を奨励し、日
本語教育の一層の進展を図った
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附属機関日本語国際センター事業費

１．研修事業費 ／ (7) 受託研修（日本語国際センター）〔アセアン〕

所属国 人数 事業内容

インドネシア 7 2009.05.20 ～ 2009.07.17

カンボジア 4

タイ 3

フィリピン 3

ブルネイ 1

ベトナム 8

マレーシア 6

ミャンマー 3

ラオス 1

インド 2

オーストラリア 1

１．研修事業費 ／ (8) 受託研修（日本語国際センター）〔サーク〕

所属国 人数 事業内容

インド 6 2009.03.11 ～ 2009.05.01

スリランカ 5

ネパール 6

バングラデシュ 4

モルディブ 2

1

1 東アジア若手日本語教師特別
招へいプログラム（JENESYS）

事業名

事業名

東アジア地域にある日本語教育の拠点機関等から若手日本語教師を招へいし、
日本語教育の普及および促進の担い手となる人材育成を行うプログラム。「21
世紀東アジア青少年大交流計画（JENESYS Programme）」の一環として実施

国際交流基金の業務趣旨に合致する日本語研修事業を、外部から受託し実施する。

平成20年度南アジア若手日本語
教師特別招へいプログラム
（JENESYS)

南アジア地域にある日本語教育の拠点機関等から若手日本語教師を招へいし、
日本語教育の普及および促進の担い手となる人材育成を行うプログラム。「21
世紀東アジア青少年大交流計画（JENESYS Programme）」の一環として実施

期間

国際交流基金の業務趣旨に合致する日本語研修事業を、外部から受託し実施する。

期間

合計額 26,956,488 円

合計額 22,130,095 円
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附属機関日本語国際センター事業費

所属国 人数 事業内容

インド 5 2010.01.13 ～ 2010.03.10

スリランカ 5

ネパール 6

バングラデシュ 2

モルディブ 1

１．研修事業費 ／ (9) 地域交流研修（日本語国際センター）

所属国 人数 事業内容

中国 4 2010.03.24 ～ 2010.03.30

シンガポール 1

フィリピン 1

インド 1

オーストラリア 1

ニュージーランド 2

カナダ 6

米国 10

アルゼンチン 1

ブラジル 3

2 全世界区分困難 30 2009.12.22 ～ 2009.12.28 日本語国際センターの制作した教授法教材等を使用した大学生・大学院生のた
めの日本語教授法セミナー。さくらネットワークの行なう国内大学連携（派
遣・助成）プログラムとの連携事業として実施。参加費用2万円、合宿型研

 修、30名が参加

2

事業名 期間

1

日本語教授法セミナー

全国JET日本語教授法研修 全国のJETプログラム参加者の中から希望者30名に対し、基礎的な日本語教授
法研修を実施

平成21年度南アジア若手日本語
教師特別招へいプログラム
（JENESYS)

南アジア地域にある日本語教育の拠点機関等から若手日本語教師を招へいし、
日本語教育の普及および促進の担い手となる人材育成を行うプログラム。「21
世紀東アジア青少年大交流計画（JENESYS Programme）」の一環として実施

期間

埼玉県、ならびに全国各自治体の国際交流活動に対する協力の観点から、JETプログラム（語学指導等を行う外国青年招致事業）参加者等に対して、日本語及び教授法の研修を行
う。

事業名

合計額 35,640 円
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附属機関日本語国際センター事業費

２．制作事業費 ／ (1) 日本語教材・教授用等開発・普及

事業名 対象国 事業内容

1 重点支援／インドネシア インドネシア 2009.04.01 ～ 2010.03.31 インドネシア普通高校・専門高校用選択必修科目日本語教科書『さく
 ら』開発プロジェクト（プロジェクト最終年）への支援を実施

 

2 みんなの教材サイト 全世界区分困難 2009.04.01 ～ 2010.03.31 世界中の日本語教師に向けて日本語教育用の素材と教材制作のノウハウ
を提供し、日本語教師同士のネットワーク構築を目指すウェブサイト
「みんなの教材サイト」（平成14年5月開設）の運営。平成21年度は、
①読解素材の追加、②教師用ナビ「素材を利用する」の改訂及び多言語
化（英語・韓国語）、③教材用素材横断検索機能の追加、④教材用素材
人気ランキングの追加、⑤「素材・アイデアを送る」ページの改訂、⑥

 管理機能の修正を実施

3 日本語教育スタンダード 全世界区分困難 2009.04.01 ～ 2010.03.31 日本語の教え方、学び方、学習成果の評価のし方を考えるためのツール
として、「相互理解のための日本語」という理念のもとに開発してきた
「JF日本語教育スタンダード」について、平成22年3月末に「JF日本語
教育スタンダード」ウェブサイトを開設。また、「JF日本語教育スタン

 ダード」の一部として、「みんなの「Can-do」サイト」も同時に開設
 

4 日本語教授法シリーズ・レアリア・アイデア帖 全世界区分困難 2009.04.01 ～ 2010.03.31 『国際交流基金　日本語教授法シリーズ』の制作について、平成21年度
は8巻目となる『文法を教える』（発行部数5,000部）をひつじ書房から

 出版

5 DVD・TV映像教材 全世界区分困難 2009.04.01 ～ 2010.03.31 映像教材『エリンが挑戦！ にほんごできます。』に関し、国内外での
 テレビ放映促進と、DVD教材の広報活動を実施

6 基礎日本語学習辞典 全世界区分困難 2009.04.01 ～ 2010.03.31  『基礎日本語学習辞典』アラビア語版の制作支援を実施

7 『日本語教育通信』発行 全世界区分困難 2009.04.01 ～ 2010.03.31 海外の日本語教師に役立つ教材情報、授業のアイデア、日本事情や内外
日本語教育情報を提供。平成21年度からは紙媒体は廃止し、ウェブサイ

 トで定期的に情報を提供
 

8 『国際交流基金日本語教育紀要』発行 全世界区分困難 2009.04.01 ～ 2010.03.31 国際交流基金で日本語教育に携わる国内外の専門員、職員等の日々の教
育・研究活動の成果を発表するための論文・報告集。ホームページにも

 全文掲載。平成21年度は第6号（発行部数950部）を発行
 

9 日本語字習（eラーニング）ウェブサイトの開発 全世界区分困難 2009.04.01 ～ 2010.03.31 既開発映像教材『エリンが挑戦！ にほんごできます。』を活用した日
 本語学習ウェブサイトの開発、公開

 

10 JFスタンダード・シンポジウム 全世界区分困難 2009.10.04 平成21年10月4日に、開発途中の『JF日本語教育スタンダード』に焦点
を当てたシンポジウム「JF日本語教育スタンダード―その活用と可能性

 ―」を日本語国際センターにて開催
 

民間では未開拓であるが、必要な教材を基金で自主開発し、在外に配布ないし市販すると共に、各国語版への翻訳やテレビ日本語講座の放映を促進する事業。

合計額 97,948,485 円

期間
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附属機関日本語国際センター事業費

２．制作事業費 ／ (2) 日本語教材寄贈

【総計】 【内訳】

機関数 採用点数 機関数 採用点数 機関数 採用点数 機関数 採用点数

機関数合計 800 東 韓国 3 101 アルゼンチン 6 209 アゼルバイジャン 1 28
国・地域数合計 95 20,698 ア 中国 60 1,790 ウルグアイ 1 10 ウクライナ 2 81

ジ モンゴル 16 499 南 コロンビア 2 12 ウズベキスタン 5 189
ア 地　域　計 79 2,390 チリ 3 84 エストニア 3 82

インドネシア 68 1,479 パラグアイ 3 128 カザフスタン 1 41
カンボジア 3 77 ブラジル 44 1,176 東 キルギス 4 113
シンガポール 3 95 米 ベネズエラ 4 73 グルジア 2 67

東 タイ 51 1,385 ペルー 4 81 クロアチア 3 69
南 フィリピン 9 263 ボリビア 4 116 スロバキア 1 42
ア ブルネイ 2 68 地　域　計 71 1,889 スロベニア 2 67

ジ ベトナム 14 381 アイスランド 1 29 セルビア 2 69
ア マレーシア 11 308 アイルランド 2 71 チェコ 4 133

ラオス 1 21 イタリア 7 162 トルクメニスタン 1 46
地　域　計 162 4,077 西 英国 11 291 ハンガリー 11 323

南 インド 34 857 オーストリア 4 114 欧 ブルガリア 3 88
ア スリランカ 8 222 オランダ 2 67 ベラルーシ 1 27
ジ ネパール 6 140 ギリシャ 4 119 ポーランド 6 196
ア パキスタン 2 75 スイス 2 43 ラトビア 1 40

地　域　計 50 1,294 スウェーデン 4 61 リトアニア 1 32

オーストラリア 98 2,115 スペイン 10 258 ルーマニア 5 157
太 サモア 1 9 デンマーク 4 119 ロシア 27 765

トンガ 4 72 ドイツ 20 583 地　域　計 86 2,655
洋 ニュージーランド 31 786 ノルウェー 2 26 アラブ首長国連邦 2 77

パプアニューギニア 1 23 欧 フィンランド 3 63 イエメン 1 25
州 パラオ 1 30 フランス 11 243 中 イスラエル 2 68

フィジー 1 27 ベルギー 4 140 イラン 2 49
地　域　計 137 3,062 ポルトガル 3 91 カタール 1 45

北 カナダ 24 464 ルクセンブルグ 3 105 クエート 1 40
米 米国 40 637 地　域　計 97 2,585 東 シリア 2 72

地　域　計 64 1,101 トルコ 6 188

エルサルバドル 1 47 地　域　計 17 564
キューバ 1 41 エジプト 2 81

中 コスタリカ 3 45 モロッコ 4 89
ジャマイカ 2 48 地　域　計 6 170
ドミニカ共和国 1 19 ア ガーナ 2 69

米 ニカラグア 1 15 フ カメルーン 1 40
ホンジュラス 2 48 リ ケニア 4 163
メキシコ 12 358 カ マダガスカル 1 18

地　域　計 23 621 地　域　計 8 290

海外で日本語教育を行う教育機関に対し、日本語教材を寄贈する。

合計額 10,339,489 円

北
ア
フ
リ
カ
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附属機関日本語国際センター事業費

３．制作事業費（教師研修） ／ (1) 図書館運営（日本語国際センター）

事業名 事業内容

1 図書館運営 国内外における日本語教育の促進を目的として、日本語教科書・教材をはじめ、日本語教育、日本語、言語学、日本事
情、外国語教育に関する資料や情報を収集・提供している専門図書館の運営

①所蔵資料合計（視聴覚資料を含む）：　46,067点
　（内訳：図書38,134点、視聴覚資料数6,482点、電子形態資料702点、絵教材322点、マイクロ資料427点）
　雑誌・紀要・ニューズレター673誌、新聞12紙
②利用者数（年間）：　19,691名
③貸出点数（年間）：　14,281点
④レファレンス件数（年間）：　1,039件

日本語国際センターが招へいする海外の日本語教師等、内外の日本語教育関係者の教育研究活動のための専門図書館として、資料を収集・整理し、閲覧・貸し出し・レファレンス
サービスを実施。

合計額 20,068,287 円
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